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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】電気刺激体積ホログラム
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、安全要素と安全要素を製造する方法とに関し、この安全要素が少なくとも
一つの体積ホログラムが記憶されている記録材料と少なくとも二つの互いに分かれて形成
されて電圧を供給できる二つの電極とを有し、少なくとも二つの電極と記録材料とが、電
圧の供給或いは荷電の作用の際に少なくとも一つの局部機械的変更、特に記録材料の変形
が生じるように形成されて互いに配置されているので、体積ホログラムの再生が少なくと
も局部的に変更されている。特にこの発明は、特に安全書類或いは価値書類の少なくとも
一方に使用される安全要素とその製造方法に関する。
【０００２】
　安全要素は偽造或いは複写の少なくとも一方から安全書類或いは価値書類の少なくとも
一方を守るために用いられる。ある種の安全要素は体積ホログラムを包含する。体積ホロ
グラムには、情報が記憶されていて、この情報はしばしば個別化された指示、例えば連続
番号、証明番号、生物学データ、画像（パスポート画像）などを包含する。これら情報が
平の原文或いは画像形状で光学的にコード化されるか、機械読み可能に設けられている。
【０００３】
　安全要素は模造費用或いは偽造費用が出来るだけ大きいように構成されている。これは
、安全要素を製造するために、かなりの程度のノウハウや装置の費用を必要とする技術的
方法が使用されることを意味する。さらに、安全要素の具体的製造或いは構成の少なくと
も一方に関する出来るだけ多くの情報を秘密に保持し、単に必要な情報を公開することが
しばしば目標であり、これら必要な情報が安全要素の本物或いは無傷性の少なくとも一方
に関する検査のための得点（点数）である。
【０００４】
　個別化された指示を備えるホログラムの製造の際の根本的措置が例えば欧州特許第０８
９６２６０号明細書（特許文献１）に記載されている。次に、特性が短く説明される。ま
ず最初に、ホログラムとして形成され得るホログラムマスターが製造される。それから、
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ホログラムマスターがホログラフィー記録材料の後に位置決めされて、例えば平らな接触
で、場合によっては、保護箔によって分離されている。例えばレザーからのコヒーレント
光がホログラフィー記録材料のホログラムマスターと反対を向いた側面に照射され、典型
的には定義された波長と定義された入射角、場合によっては、ホログラムマスターから再
生するホログラフィーパターンに応じて照射される。コヒーレント光がホログラフィー記
録材料を貫通し、ホログラムマスターから偏光されるか、或いは反射され、ホログラムが
入射する光との干渉によってホログラフィー記録材料に描写されて、光化学的処理或いは
光物理的処理によってホログラフィー記録材料に記憶される。この場合に、ホログラムマ
スターはそれが複数の波長に感受して、これら波長が偏光されるか、或いは反射されるよ
うに、敷設され得る。ここに記載された要件としての他の幾何学的要件も可能である。さ
らに、ホログラムマスターがホログラムである必要がない。ホログラムマスターは、ドイ
ツ実用新案第２０２００７００６７９６号明細書（特許文献２）から知られているように
、例えば鋸歯状構造である。
【０００５】
　感光はある波長（単色）の光により或いは異なった波長（着色）により行われる。
【０００６】
　ホログラムの個別化は例えば使用された光の変調によって行われる。実施経験から、液
晶表示（ＬＥＤ）の形態の空間光変調器が知られている。機能態様が例えばジアスの投射
に一致し、空間光変調器がジアスの代わりに進む。実施経験から、さらに、デジタル投射
器が知られていて、空間光変調器としてＤＭＤ（デジタルマイクロミラー装置）を包含す
る。ドイツ特許出願公開第１０２００５０５４３９６号明細書（特許文献３）から、対象
をマーク化するデジタルマイクロミラー装置（ＤＭＤ）の形態の空間光変調器の配備が知
られている。
【０００７】
　体積ホログラムによる安全要素の偽造安全性或いは操作安全性の少なくとも一方を更に
上昇させるために、外部励起の作用の際に変更された光学的再生を有する安全要素が知ら
れている。国際出願公開第２００７／０４２１７６号明細書（特許文献４）には、例えば
双方向性安全要素が記載されていて、少なくとも一つの体積ホログラムを包含する。体積
ホログラムは少なくとも一つの外部励起で実現され、模写の形態の定義された光学的効果
を示し、模写の形態の光学的効果は特に異なった照射角が異なっていて、外部励起が使用
されたときに、少なくとも異なった模写が観察できる。さらに、双方向性安全要素を証明
する方法並びに安全製品、例えば銀行券、パスポート、確認書類、入場券など用の公然の
特徴としての使用が記載されている。体積ホログラムの実施態様が詳細に記載されていて
、ゼラチンである多層媒体における感光性銀ハロゲン粒子から成る。この材料が液体に例
えば水に晒されるならば、この材料に記録された体積ホログラムの再生条件が変更するこ
とを導く容積が変更する。正確な実施なしに可能な外部励起としてさらに電界、荷電や電
圧が形成されている。けれども、最後に挙げられた外部励起で実現される安全要素の具体
的生がどのように形成すべきであるかは推定できない。
【０００８】
　国際出願公開第００／６２１０４号明細書（特許文献５）から、光強度を変調するシス
テムと方法が知られている。ホログラムを使用する光強度変調器が記載されている。実施
態様では、光強度変調器が一つの電気切換回路とホログラムを包含する一つのホログラフ
ィー光学的要素とを包含する。ホログラフィー光学的要素が電気的に可変電圧と接続され
、電気切換回路により発生されるこの可変電圧を受ける。追加的にホログラフィー光学的
要素が光源の入射光を受ける。ホログラフィー光学的要素が入射光を受けて偏光させ、第
一と第二出力光を発生させる。第一出力光の強度が直接に電圧の大きさにより変更する。
第一と第二出力光が零と異なった角度を互いの間に形成する。交流電圧の供給によって屈
折指数がポリマー分散された液晶で変更される。
【０００９】
　公知の外部電気的刺激可能な安全要素或いはホログラムの少なくとも一方に使用された
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材料がその内因性特性を外部励起の下で変更する。
【００１０】
　記載されたシステムでは、特に励起に適用された記録材料が必要とされる。これは、安
全要素の製造処理を複雑化する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】欧州特許第０８９６２６０号明細書
【特許文献２】ドイツ実用新案第２０２００７００６７９６号明細書
【特許文献３】ドイツ特許出願公開第１０２００５０５４３９６号明細書
【特許文献４】国際出願公開第２００７／０４２１７６号明細書
【特許文献５】国際出願公開第００／６２１０４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
［発明の技術的問題］
　この発明の技術的問題は、光学的知覚可能な効果を作動させるために、印加された電圧
によって刺激でき、特に電気的刺激に適合されない体積ホログラムが使用され得て、改良
された安全要素と安全要素を製造する改良された方法を創作することである。
【００１３】
［定義］
　安全要素は、少なくとも一つの安全特徴を包含する構造的ユニットである。安全要素は
、安全書類或いは価値書類の少なくとも一方と結合される、例えば貼り付けられる独立し
た構造的ユニットであるが、しかし、その安全要素では、安全書類或いは価値書類の少な
くとも一方の一体的構成部材が取り扱われている。最初の例は安全書類或いは価値書類の
少なくとも一方に貼付け可能なビザである。後者の例は紙幣或いは証明を一体化した例え
ば積層されたホログラムである。
【００１４】
　安全特徴は、（簡単な複写に比べて）増加した費用でしか或いは承認されて初めて製造
できるか、或いは生産できる構造である。
【００１５】
　パターンは、典型的には多数の互いに並んで配置されたパターンユニット或いはピクセ
ルから成る。パターンユニット或いはパターンのピクセルが互いに付属されていて、定義
された形式で横方向に互いに配置されている、典型的には二つの空間的寸法に配置されて
いる。パターンユニットは、通常には同じに製作されている。けれども、パターンユニッ
トが異なって配置されて、例えば異なった大きさ或いは不規則的に配置されている。
【００１６】
　安全書類或いは価値書類の少なくとも一方として単に例として挙げられている：
身分証明書，パスポート，ＩＤカード，入室管理証明書，ビザ，納税証，チケット，運転
免許書，自動車登録証，銀行券，小切手，郵便切手，銀行カード，クレジットカード，任
意のチップカードや半券（例えば生産安全のための）。そのような安全書類或いは価値書
類の少なくとも一方は、典型的には一つの基体、一つの印刷層と任意の一つの透明なカバ
ー層を有する。一つの基体は一つの支持構造であり、その上に情報、画像、パターンなど
を備える印刷層が塗布される。基体用材料として紙材或いは合成樹脂の少なくとも一方の
基礎上の全ての専門的に普通の工作材が考慮の対象になる。
【００１７】
　空間光変調器（ＳＬＭ）は、変調された強度或いは位相の少なくとも一方を備える大抵
平らな対象の二次元的場所解像された照明或いは照射を可能とする。この場合には、例え
ばＤＭＤ（デジタルマイクロミラー装置）、チップ、ＬＣＤ（液晶表示）伝送表示或いは
ＬＣｏＳ（シリコン上の液晶）表示が取り扱われている。全てが共通であり、多数のＳＬ
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Ｍピクセルにより形成されていて、各ＳＬＭピクセルが他のＳＬＭピクセルから独立して
作動できるか、或いは作動しない（中間段階も可能である）、それによりＳＬＭピクセル
の適切な始動によってパターン或いは画像が投射される。自由始動性によって難なく異な
った画像或いはパターンが時間的連続して前後に形成される、例えばパスポート写真の形
態に形成される。
【００１８】
　コード或いはパターンが人或いは対象に関する莫大な全量から一人或いは一つの対象或
いは一つのグループの人或いは対象のために唯一無比であるならば、コード或いはパター
ンが個別化される。ある国の住人の全量の内のあるグループの人に個別化されたコードは
、例えば居住地の市である。ある人に個別化されたコードは、例えば身分証明書の番号或
いはパスポート写真である。紙幣の全量の内のあるグループの紙幣に個別化されたコード
は金額価値である。紙幣に個別化されているのは、連続番号である。個別化されていない
コード或いはパターン用の例は、領土の安全性或いは価値書類用のワッペン、印章、国章
などである。
【００１９】
　選択的に、個別化が個々に印刷された箔によって行われ得て、この箔はコヒーレント光
の照射過程においてスライドと類似して、場合によっては、ホログラフィー材料に対する
直接接触で配置されている。
【００２０】
　ホログラフィー記録材料は、感光性であり、ホログラフィーが不可逆な、しかし、可逆
でも光化学的処理或いは光物理的処理の少なくとも一方によって照明の過程で記憶される
材料から成る層である。全ての公知の材料が使用され得るので、平均的専門家の専門文献
に示唆されている。単に例として、ホログラフィーに通常のホトポリマーが挙げられてい
る。
【００２１】
　色の概念はこの発明の範囲内で波長或いはスペクトルラインとして理解される。混合色
は複数の異なった波長或いはスペクトルラインを有する。それ故に、色の概念は可視領域
の傍にＵＶ（紫外線）とＩＲ（赤外線）を包含する。
【００２２】
　弾性要素として、弾性的に変形できる構造的ユニットが挙げられている。これは、弾性
要素が外部力作用の下で変形し、外部構成と通常に同様に、内部構成が変更することを意
味する。外部力作用が省略されるので、弾性要素が出力構成に戻される。弾性要素が所定
規模の外力に対してこの弾性的特性を有することが専門家に理解される。ある力作用が超
過されるならば、大抵の弾性材料が破壊されるか、或いは永続的に変形される。それによ
り、弾性要素として、この明細書の意味で要素が見做され、この要素が力作用の下である
最高力にまで弾性的に変形され、外部作用の省略の際に出力状態に、特に出力形状に戻さ
れる。
【００２３】
［発明と好ましい実施態様の特徴］
　この発明は、少なくとも一つの体積ホログラムが記憶されている記録材料と、電圧が供
給できるか、或いは荷電を作用できる少なくとも二つの互いに分離して形成された電極と
を包含する安全要素を創作し、少なくとも二つの電極と記録材料とは、電圧の供給或いは
荷電の作用の際に少なくとも一つの局部機械的変更が、特に記録材料の変形を生じるよう
に形成されて互いに配置されているので、体積ホログラムの再生が少なくとも局部的に変
更されていて、少なくとも一つの弾性要素が記録材料と少なくとも二つの電極の一方の間
に配置されている。さらに、次の工程：少なくとも一つの体積ホログラムが記憶されてい
る記録材料を準備し、電圧が供給できるか、或いは荷電を作用できる少なくとも二つの互
いに分離された電極を形成する工程を包含し、少なくとも二つの電極と記録材料とは、電
圧の供給或いは荷電の作用の際に少なくとも一つの局部的機械変更が、特に記録材料の変
形を生じるように形成されて互いに配置されているので、体積ホログラムの再生が少なく
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とも局部的に変更されている、安全要素を製造する方法において、少なくとも一つの弾性
要素が記録材料と少なくとも二つの電極の一方の間に配置されていることを特徴とする方
法が提案されている。ホログラムに記憶される記録材料は、通常には決して圧縮できない
か、或いは延性できない。ブラグ（Ｂｒａｇｇ）平面の変更を生じる記録材料の機械的変
形が体積ホログラムの記憶を表現し、それにより比較的高い静電力によってのみ可能であ
り、この静電力は電極によって直接にホログラフィー記録材料上に伝達される。少なくと
も二つの電極が同じ荷電保持を作用されるならば、電極間のそのような静電圧力が生じて
、この荷電保持が電極の損傷を作用されて、それが電極の引力を生じる。ホログラフィー
記録材料が特に薄い層として形成されている。特に記録材料が照明され且つ開発された感
光性ホトポリマーである。そのような薄い層がほぼ圧縮できないときも、僅かな力にも全
層の変形が可能である。少なくとも一つの電極とホログラフィー記録材料の間に弾性要素
が配置されているときに、そのような変形が容易に可能であり、弾性要素がホログラフィ
ー記録材料より容易に僅かな力にも弾性的に変形できる。ホログラフィー記録材料の変形
は、照明されたホログラフィー記録材料に形成されているブラグ平面が変形されることを
生じる。その結果、これによってホログラフィー記録材料に或いはブラグ平面に記憶され
た体積ホログラムの再生条件も変更する。電極の一方とホログラフィー記録材料の間の少
なくとも一つの弾性要素の配列によって電極に電圧の供給の際に光学的知覚可能な効果が
惹起されて、この効果は屈折条件、特に屈折係数の少なくとも局部的変更に、ホログラフ
ィー記録材料の変形に基づいて戻される。
【００２４】
　記録材料が少なくとも一つの弾性要素と一つの他の弾性要素との間に配置されていると
きに、特に良く、記録材料の平面的な拡がりと少なくとも局部的に垂直な記録材料が局部
的に変形できる。これは、記録材料の二つの対向位置する側面には弾性要素或いは二つの
異なった弾性要素が隣接することを意味する。荷電の作用或いは電圧の供給の少なくとも
一方の際の少なくとも二つの電極の相対運動は、少なくとも一つの弾性要素が少なくとも
局部的に変形することを導く。この変形は、記録材料に伝達されて、この記録材料は、他
の側面に配置された他の弾性要素或いは記録材料の二つの互いに対向位置する側面に隣接
する弾性要素自体が、同様に、変形されるように変形を拡張できる。
【００２５】
　特に二つの電極の少なくとも一方の平面的な拡がりが記録材料に少なくとも一つの体積
ホログラムの記憶領域の平面的な拡がりより小さい。記憶領域として各領域が見做され、
ブラグ平面が体積ホログラムに形成されていて、記憶された体積ホログラムを表す。局部
的作用力は、特に記憶領域或いは記録材料の平面的な拡がりと垂直に、それで、少なくと
も一つの小さく形成された電極の平面的な拡がりと少なくとも隣接して記録材料とそれに
伴うブラグ平面の変形を生じる。
【００２６】
　記録材料の局部的隣接領域にのみ記録材料の変形は、体積ホログラムの再生の変更が局
部的隣接されてのみ生じることを導く。少なくとも二つの電極の電荷の作用の際に生じる
変形は、予め算出され得る。それ故に、記録材料が少なくとも二つの電極の所定荷電量の
作用によって安全要素に変形されているときに、これが完全平らに再生するように、体積
ホログラムを記録材料に記憶することが可能である。荷電を作用されない状態では、体積
ホログラムが少なくとも局部的に所定再生幾何学の下で再生されない一方、体積ホログラ
ムが通常の領域に再生される。けれども、電荷が所定荷電量を作用されるならば、記録材
料とこの上のブラグ平面とが変形されるので、体積ホログラムが完全に平らに再生される
。照明された体積ホログラム或いは構成された安全要素は例えば少なくとも二つの電極の
所定荷電量の適切な作用なしに接触複写によらずに模写される。
【００２７】
　同様に、記録材料の局部的変形を奏するために、少なくとも二つの電極の荷電の作用を
使用すること、これに関して、体積ホログラムが少なくとも局部的に完全ではなく所定再
生幾何学の下で再生することを達成することが可能である。そのような場合に、少なくと
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も二つの電極が荷電を作用されないときに、体積ホログラムが特に完全に平らに再生する
。これに対して、少なくとも二つの電極が荷電を作用されるならば、これは、少なくとも
局部的に記録材料の変形とこの上にブラグ平面の変形を生じるので、体積ホログラムの局
部的に一つの最適再生が所定再生幾何学の下で生じない。再生幾何学は安全要素の表面に
対する光入射角によって、場合によっては、再生に使用された光の波長によって確定され
る。局部的最適再生として一つの再生が見做され、体積ホログラムの照射された箇所には
そこに局部的最高達成可能な屈折係数が達成される。
【００２８】
　この発明の好ましい再現態様では、少なくとも二つの電極の少なくとも一つの電極と他
の電極が一つの平面に二次元的、特に規則的、特に好ましい欄と行を有するパターンに所
謂第一電極として配置されて、共通に或いは別々に荷電を作用できることが企図される。
第一電極は一つの共通逆電極を有する。これは、各側面に対して記録材料の対向位置する
側面に配置されていて、第一電極が配置されている平面が側面に存在する。
【００２９】
　他の好ましい実施態様では、第一電極の各々に一つの逆電極が付属されているので、電
極対がそれぞれに一つの第一電極と一つの逆電極とから成ることが企図される。この場合
には、特に第一電極が記録材料の一つの側面に、逆電極が記録材料の一つの対向位置する
側面に配置されている。
【００３０】
　電気接続部の数を僅かに保持し、それで、適切な個々の電極対に荷電を作用できるため
に、この発明の好ましい再現態様では、第一電極が第一グループに、逆電極が第二グルー
プに電気伝導的に互いに接続されているので、選択的に一つの選択された電極対の第一電
極と逆電極の電荷の作用が可能であることが企図される。それ故に、表示マトリックスを
形成することが可能であり、この表示マトリックスにより任意の個々のパターン、画像或
いはテキスト情報などが図示される。
【００３１】
　体積ホログラムの光学的再生を少なくとも二つの電極によって不利に作用させないため
に、少なくとも二つの電極の少なくとも一方の電極或いは第一電極の少なくとも一方が光
に透明であることが企図される。実施態様に応じて、これが紫外線領域と赤外線領域とに
透明度を形成する。電極によりホログラフィシュ記録材料の平らな大きい領域を変形でき
るために、少なくとも二つの電極の少なくとも一方が窪み或いは隆起の少なくとも一方を
有する。少なくとも二つの電極の少なくとも一方が例えば櫛状に形成され得る。この場合
に、歯は特に平らに弾性要素に隣接している。荷電の作用によって、歯がホログラフィー
記録材料の表面に垂直な整合をほぼ横切って移動することが達成される。ホログラフィー
記録材料は、歯が存在する箇所に後退し、歯中間空間に全く後退しないか、或いは僅かに
強く後退する。それ故に、ホログラフィシュ記録材料は櫛の歯の領域に波状構造を採用す
る。これは、体積ホログラムがこの波状領域にほぼ多くない或いは僅かな屈折係数により
再生されることを意味する。これは、確かに場合によっては、唯一の局部的限定帯が残り
の領域ではない再生幾何学を満たすことを意味する。
【００３２】
　一つの実施態様では、第一電極と逆電極の少なくとも一方が、特にその平面と形状の少
なくとも一方に関してそれぞれに異なって構成される。さらに、複数の第一電極と全ての
第一電極とが電気伝導的に互いに接続されているので、第一電極がグループに、或いは全
てが共通に荷電を作用できる。この上に、記録材料、即ち体積ホログラムの変形された領
域が容易に検証できるグラフィーパターンを図示することが達成される。それ故に、第一
電極、第一電極の一つのグループ、或いは逆電極の一つのグループの少なくとも一つの荷
電の作用は、ホログラムの領域が再生する（再生しない）、所定パターンを図示すること
を奏する。このパターンが例えばロゴである。同様に、このパターンが適切な安全要素の
ために個別化されていることが可能である。これは、個々の第一電極或いは第二電極の少
なくとも一方は、荷電の作用によってホログラムの個別化するパターンが再生する（再生
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しない）ように、配置されて、構成されるか、或いは互いに電気伝導的に接続され得るこ
との少なくとも一方が行われることを意味する。これによって安全要素の偽造或いは複写
の少なくとも一方が著しく阻害される。
【００３３】
　製造の際に少なくとも二つの電極或いは少なくとも二つの電極の一方の個別化が例えば
レザー切断によって行われる。電極が任意の形状を受け得る。それにより、生物測定学、
バイオグラフィシュ個人化情報が少なくとも二つの電極の形態で記憶され得る。まず最初
に規則的パターンに配置されていて、特に同じ形状を有し、互いに電気伝導的に、例えば
ネット状に或いは「星状に」接続されている多数の第一電極が製造されるならば、電極の
ピクセル化されて個別化された全パターンを製造するために、個別化のために適切に伝導
接続を破壊することで十分である。
【００３４】
　電極が写真平版、蒸着、スパッター、スピンコート或いは印刷方法（スクリーン印刷、
インク噴射印刷、オフセット印刷、凹版印刷）によって形成され且つ製造され得る。
【００３５】
　ホログラフィシュ記録材料は任意の形式で安全要素に取り入れ得る。この記録材料が一
つの電極或いは逆電極或いは弾性要素に貼り付けら得て、積層され得る。ホログラフィシ
ュ記録材料は片面或いは両面にその上或いはその下に配置されたユニット（弾性要素、電
極或いは逆電極の少なくとも一つ）としっかりと接続され得る。
【００３６】
　少なくとも一つの弾性要素は一つのエラストマーの形態で任意の形式で電極とホログラ
フィシュ記録材料の間に取付けられ得る。例えば弾性要素が任意の形式で塗布されて、例
えば噴射され、貼付けられ、積層され、しかし、スピンコートによって塗布され、印刷さ
れる。
【００３７】
　電圧の供給或いは荷電の作用によってホログラムの変形が電極の個別化された全パター
ンの領域に奏され、それにより再生の変更が奏される。
【００３８】
　少なくとも二つの二つの電極によって、例えばインジウム酸化錫（ＳｎＯ２）ＩＴＯ、
インジウム酸化亜鉛、ＺｎＯ、アンチモン酸化錫（ＡＴＯ）のような透明な酸化金属或い
はＰＥＤＯＴ／ＰＳＳ，Ｐａｎｉ（登録商標）、Ｏｒｇａｃｏｎ（登録商標）のような有
機材料が電極材料として使用されるから、さらに、電極構造が偽造にとって難しいか或い
は全く検出できないことが達成される。
【００３９】
　特に体積ホログラムが完全に再生されるように形成されるときに、ホログラフィシュ記
録材料が所定形式で変形されるときに、作用すべき電極の選択と適切に必要された荷電量
の選択を維持して、適切な変形を引き起こす。適切に必要された指示は例えば体積ホログ
ラムに、例えば体積ホログラムの一部にコード化され得て、体積ホログラムの一部がホロ
グラフィシュ記録材料の変形なしに再生する。追加的にこれら情報が従来の印刷技術方法
によって安全要素に塗布されるか、或いは例えば電子式メモリーに読み取られ、このメモ
リーが追加的安全要素として安全要素に一体化されている。
【００４０】
　この発明の方法の特徴はこの発明の安全要素の適切な特徴と同じ利点を有する。
【００４１】
　次に、この発明は、好ましい実施例に基づいて詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１ａ】荷電の作用なしに安全要素の概略断面図を示す。
【図１ｂ】電極の荷電の作用により図１ａによる安全要素の断面図を示す。
【図１ｃ】作用されない状態の図１ａによる安全要素に記憶されたホログラムの再生の一
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つの図を示す。
【図１ｄ】電極の荷電の作用中の再生ホログラムの一つの図を示す。
【図２ａ】他の安全要素の断面図を示す。
【図２ｂ】図２ａによる他の安全要素に関する平面図を示す。
【図３ａ】安全要素の他の実施態様の概略断面図を示す。
【図３ｂ】図３ａによる他の実施態様に関する平面図を示す。
【図３ｃ】図３ａによる他の実施態様の断面図を示し、電極が荷電を作用される。
【図４】安全要素の実施態様に関する平面図の概略表示を示し、第一電極と逆電極がマト
リックスパターンに配置されている。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図１には、概略的に安全要素１が断面表示で示される。この安全要素１は、体積ホログ
ラムが記憶されているホログラフィシュ記録材料２を包含する。これは、ホログラフィシ
ュ記録材料に記憶されたホログラムには所謂光学的厚さホログラムであるので、これが高
い角度選択性並びに波長選択性を有することを意味する。ホログラフィシュ記録材料２の
第一側面には、弾性要素４が隣接し、特にエラストマーから成る。適したエラストマーと
して使用され得て：シロキサン基礎とした材料が例えば横ネットワーク化されたポリジメ
チルシロキサン或いは使用されたポリアルキルシロキサン或いは使用されたポリアクリル
シロキサンから成る。他の好ましい実施態様では、弾性要素が横ネットワーク可能なポリ
ウレタン或いはフルオロエラストマーの少なくとも一方を包含する。同様に、硫黄ネット
ワーク化されたエラストマーがブタジェン並びにイソプレンとアクリロニトリの基礎に適
している。弾性要素用の他の可能な材料は、物理的横ネットワーク化されたエラストマー
である。これら材料が例えばポリブタジェン、ポリイソプレン或いはポリイソブチレンを
備えるブロックコポリマーとポリスチロールのような材料クラスから選択され得る。上記
材料が例えばスクワレンのような適した可塑剤の付加によって修正され得る。ホログラフ
ィシュ記録材料２の第一側面に対する対向位置する側面５には、他の弾性要素６が隣接し
、同様に、特に上に形成されたエラストマーの一つから製造されている。
【００４４】
　安全要素１は、さらに、少なくとも二つの電極を包含し、ここで弾性要素４に隣接する
第一電極７と他の弾性要素６に隣接する逆電極８とを包含する。それ故に、図１による図
示された実施態様では、第一電極７とホログラフィシュ記録材料２の間に弾性要素４が配
置されている。逆電極８とホログラフィシュ記録材料２の間に他の弾性要素６が存在する
。他の実施態様では、弾性要素４或いは他の弾性要素６が欠けている。再び他の実施態様
では、弾性要素４と他の弾性要素６が共通に弾性要素として形成されていて、弾性要素が
少なくとも局部的に第一側面３並びに対向位置する側面５に隣接する。
【００４５】
　図示された実施態様では、第一電極７と逆電極８とは、ホログラフィシュ記録材料が実
質的に延びている平面と平行な平面的な拡がりに関して同じではない。図示された実施態
様では、逆電極８がさらに、特に変形するのが困難である基体層９に塗布される。けれど
も、根本的に基体層９が変形できる。安全要素１の前記構成部材が特に一つの安全要素部
材１０に一体化されている。少なくとも二つの電極、即ち第一電極７と逆電極８は、荷電
を作用できるように、安全要素１に配置されている。例えば第一電極７と逆電極８の間の
電源が供給される。これによって例えば第一電極７が第一荷電種類の荷電保持体への過剰
を得て、逆電極８には第一種類の荷電保持の貧困化が生じるか、或いは反対に荷電された
種類の荷電保持の増加が生じることが奏される。それにより、第一電極７と逆電極８は、
反対に荷電されて、それにより引き付ける。
【００４６】
　この状態は、図１ｂに図示されている。等しい技術特徴は同じ参照符号を備えている。
第一電極７が逆電極８に接近された、即ちこれら第一電極７と逆電極８の間の間隔１１が
減少される。この場合に、第一電極７が弾性要素４に進入され、これが局部的に変形され
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た。この変形は、同様に、局部的に変形されているホログラフィシュ記録材料に伝達した
。この場合に、ホログラフィシュ記録材料が他の弾性要素５に避けてこの弾性要素に進入
する。それにより他の弾性要素６が同様に、変形される。図示された実施態様では、逆電
極８が変形し難い基体９としっかりと接続されていて、例えば貼付けられるか、或いはこ
の基体に蒸着されるので、逆電極８が他の弾性要素５に進入されない。この発明の他の実
施態様では、第一電極７と逆電極８がそれぞれに弾性要素５に或いは他の弾性要素６に進
入することが企図される。単に第一電極７が弾性要素５に、けれども、逆電極８が他の弾
性要素６に進入しないか、或いは非常に僅かに進入する効果は、層状に形成されたホログ
ラフィシュ記録材料２と平行な逆電極８の平面的な拡がりが第一電極の対応する平面的な
拡がりより大きい。この形式では、ホログラムの視覚的変更が生じる。
【００４７】
　図１ｃには、ホログラフィシュ記録材料２に記憶されたホログラム１２の再生の図が図
示されていて、第一電極７と逆電極８が荷電を作用されないか、或いは電圧が電極に供給
されている。第一電極７が形成されている領域には、その拡がりが点線１３によって示さ
れていて、ホログラム１２に記憶された構造１４が視覚できることが認識すべきである。
逆電極８の拡がりが一点鎖線１５によって示されている。
【００４８】
　図１ｄには、図１ｂに図示されているように、第一電極７と逆電極８が荷電を作用され
ているときに、ホログラム１２の再生の際に得られた図が図示されている。図１ｄには、
図１ｃに認識すべきである幾何学的構造１４が再生しないことが明らかに認識すべきであ
る。これは、幾何学的構造１４が記憶されている領域におけるホログラフィシュ記録材料
２は再生条件がもはや与えられるように変形されている原因を有する。これは、ブラグ平
面が再生に使用された光の屈折が図１ｃによる幾何学的構造１４が再生される形式に生じ
ないように変形されることを意味する。専門家には、図１ｄに示された表示のみが概略的
に実現されていることが理解される。同様に、再生条件の変更が第一電極７或いは逆電極
８の少なくとも一方の輪郭と一致する領域にのみに生じることが考慮できただろう。
【００４９】
　少なくとも二つの電極の荷電の作用或いは直流電圧或いは交流電圧の供給に基づくホロ
グラフィシュ記録材料の変形によって、他の光学的変更が惹起され得る。各場合に、再生
が完全に行われないことはない。奏され得る他の効果が、ホログラムが再生する例えば波
長の変位を包含する。そのような場合には、ホログラムの視覚的変更が例えば色差の形態
で生じる。再生の観察では、つまり、「孔」、「フレーム」、色差などが光学的知覚可能
な変更として生じ得る。
【００５０】
　図２ａと２ｂには、概略的断面図と概略的平面図が安全要素の他の実施態様で図示され
ている。同様な技術特徴は、図１ａ乃至１ｄに見られるように、同じ参照符号を備えてい
る。この実施態様では、第一電極７が直接にホログラフィシュ記録材料２に隣接する。そ
れ故に、弾性要素４がホログラフィシュ記録材料２と逆電極８の間に配置されている。こ
の逆電極は基体９上に固定されている。荷電或いは電圧の作用では、新たに引き付ける或
いは突き放す力が第一電極７と逆電極８の間に作用する。これは、ホログラフィシュ記録
材料２が変形され、例えば弾性要素４に「進入される」ことを意味する。少なくとも二つ
の電極、即ちが第一電極７と逆電極８の形状と大きさによって領域の形状が確認され得て
、この領域には光学的知覚可能な変更がホログラムの再生の際に少なくとも二つの電極に
電圧を供給する際或いは電極の荷電の作用の際の少なくとも一方の際に行われる。ホログ
ラムは、ホログラフィシュ記録材料２に記憶されて得て、少なくとも二つの電極、即ちが
第一電極７と逆電極８が所定の電圧或いは所定の荷電を作用されるならば、このホログラ
ムが完全に再生する。これを達成するために、ホログラフィシュ記録材料２が例えばホロ
グラフィシュ記録材料にホログラムを感光する間に一致して変形され得る。この場合には
、ホログラフィシュ記録材料が通常には立体的な拡がりに関する開発処理の際に変更し、
通常には収縮されることを考慮すべきである。
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【００５１】
　図３ａと３ｂには、安全要素１の他の実施態様の概略図が断面図（図３ａ）と平面図（
図３ｂ）として図示されている。第一電極７はこの実施態様では櫛状に形成されている。
これに対して、逆電極８が完全に矩形に形成されている。他の実施態様では、逆電極８が
補足的に形成された櫛として形成され得る。図示された実施態様では、弾性要素４が記録
材料２の第一側面３並びに対向位置する側面５上でホログラフィシュ記録材料を包囲する
。それによりこの記録材料が弾性要素４に埋め込まれる。他の実施態様では、ホログラフ
ィシュ記録材料が二つの別々に形成されて、場合によっては、同じ或いは異なった材料か
ら成る図１ａと同様な弾性要素の間に配置されていて、一方の層或いは両層と例えば付着
手段、接着剤などを介して接続され得る。第一電極７の歯１７或いは櫛歯がホログラフィ
シュ記録材料２と平行に延びている。
【００５２】
　図３ｃには、図３ａと３ｂによる他の実施態様が一つの状態で図示されていて、この状
態で第一電極７と逆電極８が電圧或いは荷電を作用されている。櫛状に形成された第一電
極７の歯１７の間の窪み１６によって、第一電極７と逆電極８が互いに接近するときに、
弾性要素４の一部が浮き上がる。ホログラフィシュ記録材料は波状構造を受けるので、作
用されない状態で、図３ａに図示されているように生じた再生がもはや行われない。
【００５３】
　図４には、安全要素の他の実施態様が図示されていて、第一電極が一平面に配置されて
いる。図４には、安全要素１に関する平面図が図示されている。第一電極７は行１８と欄
１９を有するマトリックス状パターンに配置されている。それにより、この実施態様では
第一電極７のような同じ平らな寸法を有し、第一電極７の下部に配置されている逆電極８
が同様に行１８と欄１９に配置されている。第一電極７と逆電極８の間には、ホログラフ
ィシュ記録材料が弾性要素４に埋め込まれて配置されている。第一電極７はそれぞれに行
状に電気伝導的に互いに接続されている。これに対して、逆電極８は欄状に電気伝導的に
互いに接続されている。これによって、選択的に行と適切な欄の荷電或いは電圧の作用に
よって第一電極・逆電極・対を向けることが可能である。これによって再生を含めてホロ
グラムの適切な領域が影響され得る。それにより、指示マトリックスを形成することが可
能であり、指示マトリックスにより任意の個々のパターン、画像或いはテキスト情報など
が図示される。
【００５４】
　他の実施態様では、第一電極或いは第二電極の少なくとも一方の形状と平面的な拡がり
がそれぞれに相違している。これに関して、再生の際に唯一の第一・電極・逆電極・対の
当てによって異なった幾何学的形状に影響させることが可能である。さらに、第一電極の
グループ或いは逆電極のグループの少なくとも一方を電気伝導的に接続するので、一つ或
いは複数の電圧或いは異なった荷電量の作用によって再生をパターンが生じる異なった箇
所に影響させることが可能である。
【００５５】
　全ての記載された実施態様では、専門家には、少なくとも第一電極或いは逆電極が透明
に形成されていて、例えばインジウム酸化錫（ＳｎＯ２）ＩＴＯ、インジウム酸化亜鉛、
ＺｎＯ、アンチモン酸化錫（ＡＴＯ）のような透明な酸化金属或いはＰＥＤＯＴ／ＰＳＳ
，Ｐａｎｉ（登録商標）、Ｏｒｇａｃｏｎ（登録商標）のような有機材料から製造されて
いることが理解される。記憶されたホログラムが伝送ホログラムである場合には、一つの
実施態様では、第一電極或いは逆電極が透明に構成されることが企図される。ホログラム
の再生が照明側に対する対向位置する側面には観察されるか、或いは証明される。他の実
施態様では、ホログラフィシュ記録材料により再生された伝送ホログラムを戻し反射させ
るために、反射する層が設けられているので、伝送ホログラムが側面で観察できるか、或
いは証明でき、側面から安全要素が照明される。反射は例えば一つの金属層或いは一つの
反射する形状に行われる。
【００５６】
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　一つの実施態様では、逆電極が反射要素として用いられる。この場合に逆電極が特に金
属から形成されている。
【００５７】
　一般に、電極が例えば写真平版方法、スピンコート、一つの印刷方法（例えばスクリー
ン印刷、インク噴射印刷、オフセット印刷、凹版印刷など）或いは真空蒸着或いはスパタ
ーによって金属により製造され得る。さらに、レザー切断による成形が実施され得る。
【００５８】
　第一電極或いは逆電極の少なくとも一方の形状並びにグループ化によって安全要素の個
別化が行われ得る。安全要素が複数の第一電極或いは複数の逆電極を包含するので、ホロ
グラムの全面完全再生を達成させるために、ホログラフィシュ記録材料の所定の変形が必
要であるように、ホログラムを感光することが可能である。このために、複数の第一電極
或いは逆電極の少なくとも一方の差異に異なった電圧或いは異なった荷電量の少なくとも
一方を作用させることが、必要である。このための必要な情報は例えば安全要素に、特に
ホログラムに特に好ましくはコード化され、取り出される。特にこの情報は、第一電極或
いは逆電極の少なくとも一方が電圧或いは荷電の少なくとも一方を作用されないので、こ
の情報が一つの状態に再生するように、ホログラムにコード化され、取り出される。選択
的或いは追加的の少なくとも一方で、そのような情報が他の形式で、例えばアルファベッ
ト符号或いはバーコードの少なくとも一方の印刷によって安全要素１に取り出される。同
様に、安全要素に一体化される電子記憶要素に取り出すことを可能とする。
【００５９】
　専門家には、前記概略的構造が他の要素と追加的安全要素によって補充され得ることが
理解される。前記安全要素が例えば複数層の積層体によって製造される安全書類に加工さ
れ得る。同様に、安全要素が安全書類に貼り付けられるように安全要素を構成することが
可能である。
【００６０】
　電圧或いは荷電の少なくとも一方の作用は時間的に変更して行われる。これによって、
ホログラフィシュ記録材料が振動で移動されることが達成され得る。振動状態では、ホロ
グラムの再生が少なくとも振動領域で破壊されるか、或いは完全に不可能である。
【００６１】
　前記実施態様は単に例として挙げられている。個々の実施例に記載された特徴は、発明
を実施するために、任意の組合せで使用され得る。
【符号の説明】
【００６２】
　１．．．．．安全要素
　２．．．．．ホログラフィシュ記録材料
　３．．．．．第一側面
　４．．．．．弾性要素
　５．．．．．対向位置する側面
　６．．．．．他の弾性要素
　７．．．．．第一電極
　８．．．．．逆電極
　９．．．．．基体層
　１０．．．．安全要素部材
　１１．．．．間隔
　１２．．．．ホログラム
　１３．．．．点線
　１４．．．．幾何学構造
　１５．．．．一点鎖線
　１６．．．．窪み
　１７．．．．歯
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　１８．．．．行
　１９．．．．欄
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの体積ホログラム（１２）が記憶されている記録材料（２）と、電圧が
供給できるか、或いは荷電を作用できる少なくとも二つの互いに別々に形成された電極（
７、８）とを包含し、少なくとも二つの電極（７、８）と記録材料（２）とは、電圧の供
給或いは荷電の作用の際に少なくとも一つの局部機械的変更が、特に記録材料の変形を生
じるように形成されて互いに配置されているので、体積ホログラムの再生が少なくとも局
部的に変更されている安全要素（１）において、少なくとも一つの弾性要素（４）が記録
材料（２）と少なくとも二つの電極（７、８）の一方の間に配置されていることを特徴と
する安全要素。
【請求項２】
　記録材料（２）が少なくとも局部的に少なくとも一つの弾性要素（４）の間に或いは少
なくとも一つの弾性要素（４）と他の弾性要素（６）の間に配置されていることを特徴と
する請求項１に記載の安全要素（１）。
【請求項３】
　少なくとも二つの電極（７、８）の一方の平面的な拡がりが記録材料（２）における少
なくとも一つの体積ホログラム（１２）の記憶領域の平面的な拡がりより小さいことを特
徴とする請求項１に記載の安全要素（１）。
【請求項４】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方と他方の電極が一平面で二次元、特
に規則的、特に好ましくは欄（１９）と行（１８）を有するパターンに所謂第一電極とし
て配置されていて、一つ或いは複数の電圧或いは一つ或いは複数の荷電の少なくとも一方
を作用できることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の安全要素（１）。
【請求項５】
　パターンに配置された第一電極によって始動可能な表示装置が形成されていることを特
徴とする請求項４に記載の安全要素（１）。
【請求項６】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方が窪み（１６）或いは隆起の少なく
とも一方を包含することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の安全要素（
１）。
【請求項７】
　各第一電極（７）に一つの逆電極（８）が付属されているので、それぞれに一つの第一
電極（７）と一つの逆電極（８）から成る電極対が存在することを特徴とする請求項１乃
至６のいずれか一項に記載の安全要素（１）。
【請求項８】
　第一電極（７）が記録材料（２）の片側面に、逆電極（８）が記録材料（２）の対向位
置する側面に配置されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の安
全要素（１）。
【請求項９】
　第一電極（７）が第一グループに、逆電極（８）が第二グループに電気伝導的に互いに
接続されているので、選択的に一つの選択された電極対の第一電極（７）と逆電極（８）
の間に電圧が供給できるか、或いは電極対の荷電の作用が可能であるかの少なくとも一方
が行われることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の安全要素（１）。
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【請求項１０】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方と第一電極（７）との少なくとも一
方が光に対して透明であることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載の安全
要素（１）。
【請求項１１】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方の平面的な拡がりが少なくとも二つ
の電極（７、８）の他方の平面的な拡がりと相違するか、或いは第一電極（７）の平面的
な拡がりが逆電極（８）の平面的な拡がりと相違することの少なくとも一方であることを
特徴とする請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の安全要素（１）。
【請求項１２】
　次の工程、少なくとも一つの体積ホログラム（１２）が記憶されている記録材料を準備
し、電圧が供給できるか、或いは荷電を作用できる少なくとも二つの互いに分離された電
極（７、８）を形成する工程を包含し、少なくとも二つの電極（７、８）と記録材料（２
）とは、電圧の供給或いは荷電の作用の際に少なくとも一つの局部的機械変更が、特に記
録材料（２）の変形を生じるように形成されて互いに配置されているので、体積ホログラ
ム（１２）の再生が少なくとも局部的に変更されている、安全要素（１）を製造する方法
において、少なくとも一つの弾性要素（４）が記録材料（２）と少なくとも二つの電極（
７、８）の一方の間に配置されていることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　記録材料（２）が少なくとも局部的に少なくとも一つの弾性要素（４）の間に或いは少
なくとも一つの弾性要素（４）と他の弾性要素（６）の間に配置されていることを特徴と
する請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも二つの電極（７、８）の一方と他方の電極が一平面で二次元、特に規則的、
特に好ましくは欄（１９）と行（１８）を有するパターンに所謂第一電極として配置され
ていて、一つ或いは複数の電圧或いは一つ或いは複数の荷電の少なくとも一方を作用でき
ることを特徴とする請求項１２或いは１３に記載の方法。
【請求項１５】
　電極がパターンに配置されるので、電極のパターンの上に始動可能な表示装置が形成さ
れていることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方が窪み（１６）或いは隆起の少なく
とも一方を備えて形成されていることを特徴とする請求項１２乃至１５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１７】
　各第一電極（７）に一つの逆電極（８）が付属されているので、電極対がそれぞれに一
つの第一電極（７）と一つの逆電極（８）から形成されることを特徴とする請求項１２乃
至１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　第一電極（７）が記録材料（２）の片側面に、逆電極（８）が記録材料（２）の対向位
置する側面に配置されていることを特徴とする請求項１２乃至１７のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１９】
　第一電極（７）が第一グループに、逆電極（８）が第二グループに電気伝導的に互いに
接続されているので、選択的に一つの選択された電極対の第一電極（７）と逆電極（８）
の間に電圧が供給できるか、或いは電極対の荷電の作用が可能であることを特徴とする請
求項１２乃至１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方と第一電極（７）との少なくとも一
方が光に対して透明に形成されていることを特徴とする請求項１２乃至１９のいずれか一
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項に記載の方法。
【請求項２１】
　少なくとも二つの電極（７、８）の少なくとも一方が平面的な拡がりを備えて形成され
ていて、その平面的な拡がりが少なくとも二つの電極（７、８）の他方の平面的な拡がり
と相違するか、或いは第一電極（７）が平面的な拡がりを備えて形成されていて、その平
面的な拡がりが逆電極（８）の平面的な拡がりと相違するかの少なくとも一方であること
を特徴とする請求項１２乃至２０のいずれか一項に記載の方法。
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